
2017/10/27

1

防災体験学習の活動発表

中能登中学校 防災体験学習ユニット（ＮＢＵ）

NBUは、中能登中学校前期生徒会役員・各委員会の委員長を中心に選抜されたメ
ンバー16人で構成されています。中能登の防災を学ぶ、というだけで、そのほかの
ことは何も分からずに学習がスタートしました。

～活動内容～

①基本学習

②体験学習-1（地獄谷川上流）

③体験学習-2（防災拠点道の駅）

④ハザードマップ作り

⑤意見交換会

9月まで、このような体験学習や体験活動を行ってきました。

①基本学習 ～防災について～

①の基本学習では、防災の基礎知識を学ぶため、各学年で
学習をしました。

①基本学習

【実施日】：7月26日(水)

【場 所】：中能登中学校(会議室、ランチ
ルーム)

【内 容】ドローン操作基本学習

(1)ドローンの仕組み、航空法、事故事例等

(2)ドローンの飛行訓練

•これから現地に行って様々な調査をするために、ドローンを
飛ばす練習をしました。

ドローン飛行訓練

•ドローンはバッテリーで動く小型のラジコンヘリコプターで、
操作は意外と簡単でした。
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ドローン飛行訓練

ドローンにはカメラがついていて、カメラの角度もリモコンで操作できます。飛んでい
るドローンをだれも見ていないのは、ドローンが映す映像をモニタで見ているからで
す。

ドローン飛行訓練

無事着地させることができました。

②体験学習

【実施日】：7月27日(木)

【場 所】：地獄谷上流

【内 容】現地見学

(1)ドローンで地形を確認

(2)砂防施設の仕組みや効果を学ぶ

(3)渓流沿いの地形・地質や危険箇所を観察し
て、自然災害の発生メカニズムを学ぶ
体験学習では、中能登町高畠にある地獄谷川を見学、調査をしてきま
した。

ワゴン車にモニター画面を用意して、現地の様子が分かる
ようになっています。

卜部さんがドローンを操作している様子です。うしろの堀野
さんは、上空のドローンを見つめています。

ドローンで地形を確認

卜部さんがドローンを飛ばして撮影した、地獄谷川上空の
様子です
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そのあと、上流まで移動して、砂防施設の仕組みや効果を
学びました。

川沿いの地形・地質や危険な場所を観察して、自然災害の
メカニズムを勉強しました。

③現地学習-2

【実施日】：8月2日(水)

【場 所】：「道の駅 織姫の里なかのと」

【内 容】防災・減災に対する理解を深めるた
めの講演会

(1)国土交通省における防災・減災への取組み

(2)石川県における防災・減災への取組み

(3)降雨体験車による降雨体験

８月２日に行われた現地学習の２回目は、「道の駅・中能登
」で、防災学習を行いました。

•国土交通省における防災・減災への取組みを学習しました

そのあと石川県における防災・減災への取組みを学習しま
した。座って話を聞くばかりで、みんなに睡魔が襲ってきまし
た。

降雨体験車による降雨体験

•降雨体験車を使って、集中豪雨になった際の、雨の勢いが
どのくらいかを、実際に体験しました。
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チャレンジャーな堀野君と窪君は、傘も、カッパも、長靴も、
着替えも持っていないのに、そのまま体験車にとびこみ、集
中豪雨を受けました

④ハザードマップ作り

【実施日】：8月7日(月)～10日(木)25日(金)

【場 所】：中能登中学校

【内 容】危険箇所や災害履歴などを記載した
独自のハザードマップ作り

A班：中能登町全域のハザードマップ作成

B班：中能登中学校周辺のハザードマップ作成

C班：現地学習からの気づきマップ作成
今までの学習を生かして、８月７日から５日間にわたって、
ハザードマップ作りを行いました。

大学の先生や、金沢工業大学の学生さん、地質調査の会
社の方など、いろいろな協力のもとマップ作りを行いました。

グループに分かれて危険箇所や災害などを記録した独自の
ハザードマップ作りを行いました。この写真と同じ角度で撮
ったものが・・・

翌日の北国新聞に載りました。
完成した地図を使って、町の庁舎に行き、研究の成果を説
明してきました。
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⑤意見交換会

【実施日】：9月26日(火)

【場 所】：中能登町役場(鳥屋庁舎)

【内 容】中学生による地元中能登町

の防災・減災学習の成果発

表と疑問に思ったことを解

決する行政との意見交換会

9月26日に行われた、成果発表と意見交換会の紹介です
国や、県、町の機関からさまざまな専門家が発表を聞き、意
見を言ってくれました。

私たちの発表が、新聞に大きく取り上げられました。

A班は、中能登町全体の洪水，土砂災害ハザードを理解し，

どのような問題点が潜んでいるのかを知るために，オリジナ
ルのハザードマップ作成に取り組みました。

Ａ.中能登町全体のハザードマップ

100ｍ

100ｍ 10ｍ

20ｍ
避難施設

集落
避難ルート
危険個所
洪水
土砂災害

長曽川

熊野川

二宮川

ふれあい交流館

健康センターすくすく

ふるさと創修館

こすも保育園

鹿島体育センター

鹿西高等学校

さくら保育園

カルチャーセンター「飛翔」

100ｍ

農村環境改善センター「パル・みおや」

旧鹿西中学校

かねまる交流館

たんぽぽ保育園

Ｂ.中学校周辺の防災マップ

Ｃ．砂防設備事例学習
（地獄谷川）

中能登中学校
生涯学習センター（ラピア鹿島）

あおば保育園

社会福祉センター

ラポール良川

つくし保育園

デイサービスセンター「いこい」

50ｍ

黒氏

一青

二宮

河田

新庄

羽坂

武部

西馬場

井田

良川

尾崎

能登部

金丸

高畠

久江

芹川

徳前

花見月

後山

瀬戸

春木

大槻

中能登町は、北側に眉丈山、南側に石動山の、二つの山に
挟まれた、邑知潟平野にあります。邑知潟平野の低地に、
住民の約６０％が暮らしています

豪雨災害の際に考えられる被害としていちばんに挙げられ
るのは、洪水です。洪水範囲は、二宮川沿いの二宮地区か
ら、下流の羽坂方面に広がっています
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各地区のハザードマップには、避難ルートが示されています
が、広く災害が広がった場合に、本当に安全な避難ができ
るか心配です。

•次は、昔の災害記録と、1年生から3年生までのアンケート
調査から、中能登町の豪雨災害をまとめてみました。
•次は、昔の災害記録と、1年生から3年生までのアンケート
調査から、中能登町の豪雨災害をまとめてみました。

土砂流出の恐れ

洪水

洪水 洪水

洪水・土砂流出・崖崩
れ

洪水
道路（宮川）
平成20年

洪水
川（前川）
平成27年7月

洪水

洪水

土砂の流出
裏山（松本川）
平成24年9月

崖崩れ
裏山
平成27年

洪水
道路（熊野川）

洪水 洪水・土砂流出・崖崩れ

洪水・崖崩れ

洪水
道路
平成

洪水
沢（二宮川）
2011年秋

洪水
田畑、道路
平成25年

昭和33年豪雨災害（鹿西郵便局前）と現
状

昭和60年豪雨災害状況（能登部
下）

昭和60年水害の状況
（長曽川下橋）

平成20年豪雨災害（松本川）

熊野川の現状（熊野川橋付近）

渓流出口に形成された土石流地形（鴨野川付
近）

凡 例

昭和60年豪雨災害（国鉄二宮駅付近）

中能登町における過去の豪雨災害および生徒の経験

昭和60年豪雨災害（一青踊り場）

○経験したことがあ
る
△聞いたことがある

＜１年生コメント＞

家のそばにある、邑
知潟から流れ出る川
大雨により氾濫し、
車が通れなくなった
ことがありました。
このことがあったこ
とから大雨が降った
ら、川に近づかない
ようにしました。

S60

S60
S60

S60

S33

H20

現状

現状

中能登中学校

現 状被災当時

古いものでは、昭和33年の災害で、鹿

西郵便局の前が土砂で埋まった写真
がありました。

•左の写真が、昭和33年の土砂災害です。今から60年位前
のものです。

現在の鹿西郵便局近くの写真です。この、赤い点線で示し
たところまで、土砂が流れていました。

建物の2階部分にまで土砂がたまった、豪雨災害
の様子です
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•私たちのお父さん、お母さん、おじいさん、おばあさんの世
代が覚えている災害は、昭和60年、いまから30年くらい前に
起こった豪雨災害です。

昭和６０年豪雨災害（JR二宮駅付近）

S60

現在上の写真のような、JR二宮駅の土砂災害のほ
かに、洪水の記録も多く残っています

昭和６０年豪雨災害（一青）

一青では、ひざ上まで水につかる洪水被害がありました。

昭和60年豪雨災害状況（能登部下）

能登部下では、私たちと同世代の中学３年生が、昭和６０
年の豪雨災害で亡くなっています。土石流が家まで押し寄
せたからだといわれています

平成２０年豪雨災害（松本川）

私たちが覚えているのは、平成２０年豪雨の豪雨災害です
。このときは、高畠地区の地獄谷川がはんらんし、土砂が
流出したり、松本川が洪水になったとのことです。

つい最近では金丸地区の１年生が、洪水を目撃しており、かなり怖い思いをしたと
のことです。生徒のアンケートを集計していくと、これまで知らなかった災害が、かな
り多く、身近で起こっていることが分かりました。
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土砂流出の恐れ

洪水

洪水 洪水

洪水・土砂流出・崖崩
れ

洪水
道路（宮川）
平成20年

洪水
川（前川）
平成27年7月

洪水

洪水

土砂の流出
裏山（松本川）
平成24年9月

崖崩れ
裏山
平成27年

洪水
道路（熊野川）

洪水 洪水・土砂流出・崖崩れ

洪水・崖崩れ

洪水
道路
平成

洪水
沢（二宮川）
2011年秋

洪水
田畑、道路
平成25年

昭和33年豪雨災害（鹿西郵便局前）と現
状

昭和60年豪雨災害状況（能登部
下）

昭和60年水害の状況
（長曽川下橋）

平成20年豪雨災害（松本川）

熊野川の現状（熊野川橋付近）

渓流出口に形成された土石流地形（鴨野川付
近）

凡 例

昭和60年豪雨災害（国鉄二宮駅付近）

中能登町における過去の豪雨災害および生徒の経験

昭和60年豪雨災害（一青踊り場）

○経験したことがある
△聞いたことがある

＜１年生コメント＞

家のそばにある、邑
知潟から流れ出る川
大雨により氾濫し、
車が通れなくなった
ことがありました。
このことがあったこ
とから大雨が降った
ら、川に近づかない
ようにしました。

S60

S60
S60

S60

S33

H20

現状

現状

中能登中学校

現 状被災当時

地図中の〇のマークは、みなさんのアンケートから得た、災害を経験
したところ。△のマークは災害について聞いたことがあるところです。

B班は中能登町全体のハザードを知った上で，より身近な

中能登中学校周辺で考えられる洪水や土砂災害の危険性
と周辺の集落からの避難の問題点を調べました。

これは、私たち中能登中学校の生徒が豪雨災害時に無事
，自宅まで帰れるのか？という問題でもあります。

そこでA班とは別に，中学校の周辺500mを実際に歩きなが
ら，水害や土砂災害時の危険個所を検討しました。

15ｍ

中能登中学校 周辺の道路・地形状
況

中学校

東馬場

西馬場02

良川01

最勝講

八号排水路

十二号排水路

熊野川

良川03
仙洞谷川

本土寺川

20ｍ

30ｍ

運動公園

地頭集会所

洞川

30ｍ

50ｍ

ラポール良川

良川02

鹿寿苑

集落

避難ルート

土砂流出

はんらん

冠水箇所

土砂災害

西馬場01

中能登中学校は、周辺の平野の中で、最も標
高の低いところにあります。標高は18.9メート
ルです

いちばん低いところなので水が集まりやすく、川や用水路も
たくさん流れているので、洪水の被害が心配です
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八号排水路が
洪水になる。

十二号排水路
が洪水になる。

中学校の近くの8号排水路、12号排水路が洪
水になる恐れがあります。となると、避難ルート
の道路にも水があふれだしてしまいます

踏切など低地が水没する。

長曽川がはんらんする。
川が合流しかなり危険！

長曽川が氾濫し、洪水が起こると、学
校前の道路や学校前の踏切など低い
ところが水没してしまいます

道路や鉄道，住宅などによる盛り土による人工的な低地は、水没の
危険性があります。ラポール良川は、避難場所に指定されているにも
かかわらず、水没の危険性があるといわれています。

はんらん

洪水

洪水

洪水

はんらん

はんらん

土石流

土石流

はんらん

中学校

本土寺川から土
石流が発生する。

仙洞谷川から土
石流が発生する。

仙洞谷川から
土砂が流出、
はんらんする。

ラポール良川
・土砂流出及び水没

東馬場

鹿寿苑

中能登中学校周辺の自主防災マップ

1

西馬場01

2

西馬場02

3

良川01

良川02

最勝講4

5

6

7

8

良川03

低地が水没する。

長曽川が洪水になり長曽川中橋が通れなくなる。

熊野川が洪水になる。

十二号排水路が洪水になる。

長曽川等がはんらんする。川が合流しかなり危険！

2

4

7

八号排水路

十二号排水路

熊野川

洞川

仙洞谷川

本土寺川

八号排水路が洪水になる。

成寿苑前の十二号排水路の橋で洪水・氾濫が起きる。

はんらん

洪水

洪水

邑知潟地溝帯排水路が内水はんらんする。

3

8

6

1

15ｍ

集落
避難ルート
危険個所
冠水箇所
土砂災害

ラポール良川

5

いたる箇所で道路が冠水，土砂が流
れ込んで通行止めとなって，避難ルー
トも通行できなくなります。低地の住宅
が孤立する可能性もあります

Ｃ班は、私たちが普段目にすることの無い山の中で「なぜ土石流災害
が発生するのか？」 を考えて、ハザードマップ作成などで 防災意識
を高めることが「いかに重要か！」を学びました。

「地獄谷」は平成20年の豪雨災害によって、下流の高畠地区に大きな
被害が発生しました。
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地獄谷川が流れるようす

土石流のはんらんによって作られた高畠地区の様子を、ドローンを飛
ばして観察しました 【地獄谷川上流の土の様子】

固い岩が、雨などの影響で軟らかい砂に変化します。

川の上流にあるかたい岩が、雨の影響で柔らかい砂に変化
します。これが、これが土石流となって下っていきます

【地獄谷川上流の荒れた斜面の様子】
大雨や雪によって山の斜面が崩れ、木が倒れています

山の斜面も、大雨や雪によってくずれ、木が倒れたりしてい
ました。これらも川に流れ込んでいきます。

広島の土石流災害と同じ、花こう岩が風化でできた
「まさ土」と呼ばれる土砂が たい積しています。

川の流れがゆっくりなときは、広島の土石流災害と同じ「まさ
土」という砂が、川底にたまっています。また、斜面から崩れ
落ちた大きな岩や流木が川底に溜まっています。

大雨が降ると、川底に溜ま
った流木や岩が、水と一緒
に下流の町へ流れ出ます。
これが土石流災害です

【土石流災害から私達を守ってくれる砂防ダム】ドローンで撮影した砂防ダムです。これは、上流から流れて
きた大きな岩や流木を受け止め、水や細かい砂だけを下流
へ流してくれる『スリット式砂防ダム』です。
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上流から流れてきた大きな岩や流木は、ここでストップされ
ます。そして、下流へ安定した流れとなっていきます

私達が暮らす町の裏山には、大雨によって土砂災害を引き
起こすかもしれない土石流危険渓流が数多くあります。

【土石流災害から私達を守ってくれる砂防ダム】土砂災害の危険から作られた、砂防ダムなどの施設によっ

て、私たちは知らないうちに守られていました。でも、中能登

町には対策されていない危険な川の流れがまだまだ数多く

存在します

警戒心が薄れたころに、今まで経験したことのないような大
雨が降ると，大規模な土砂災害をうける可能性があります。

だからこれからも、いつどこで起こるかわからない災害に対
する備えを、決して忘れてはいけないと思いました

【全体のまとめ】
「中能登中学校 防災体験学習ユニット（ＮＢＵ）」
に取り組んで

洪水や土砂災害の危険は、安全であるはずの

避難ルートや避難場所周辺にも潜んでいます。

その危険性を知り、家族や町の人達と安全・

安心について話し合い、みんなで防災意識を

継続して高めることの重要性に気づきました。



2017/10/27

12

その危険性を知り、家族や町の人達と安全・安心について
話し合い、みんなで防災意識を継続して高めることの重要性
に気づきました

【全体のまとめ】
「中能登中学校 防災体験学習ユニット（ＮＢＵ）」
に取り組んで

これまで経験したことの無いような「まさか」

「もしも」の時に備えて

「自分の命は自分で守る」

「みんなで助け合って命を守る」

防災に関する情報を「知る・伝える」

ことなど，私たちができる防災について，今

後も真剣に考えて行きたいと思います。


